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 2014/3 期 4Q（1-3 月）の売上高は前年同期比 7.9％減の 41.28

億 SGD、純利益は同 3.5％増の 8.98 億 SGDとなった。2014/3 期

通期は売上高が前期比 7.3％減の 168.48 億 SGD、純利益は同

4.1％増の 3.65億 SGDとなった。 

 4Q の個人向け売上高は前年同期比 11.8％減の 24.66 億 SGD、

EBITDA は 6.4％減の 8.75 億 SGD。法人向け売上高は同 2.7％減

の 16.13億 SGD、EBITDAは同 12.0％減の 4.90 億 SGD。 

 25 ヵ国のグループ全体の連結会社モバイル契約者数は、前期

比 10％増の 5.14 億人と大幅増となった。 
 

What is the news? 

シンガポールの個人向け事業やインドの Airtel などが 2014/3 期

4Q（1-3 月）の利益を押し上げ、純利益は前年同期比 3.5％増の

8.98 億 SGDとなった。 

4Q のセグメント別は、主力の個人向け事業は売上高が前年同期

比 11.8％減の 24.66 億 SGD、EBITDA は 6.4％減の 8.75 億 SGD とな

った。法人向け事業は売上高が同 2.7％減の 16.13 億 SGD、EBITDA

は同 12.0％減の 4.90 億 SGD となった。デジタルサービス事業の

Group Digital L!fe は、売上高が主力の広告収入が大幅に伸びて前年

同期比 73.1％増の 5,000 万 SGD となった。 

世界 25 ヵ国のグループ全体の連結会社モバイル契約者数は、前

期比 11.6％増の 5.14 億人と大幅に増加。中でもフィリピンの

Globe は同 16％増の 410 万人と高い伸びを示した。インドの Airtel

は同 9％増の 2.06 億人、構成比で 40.1％を占めている。 
 

How do we view this?  

 2015/3 期は、デジタルサービスの大幅増収を見込み、売上高と

EBITDA の安定成長を会社側は見込んでいる。今期の市場予想は売

上高が前期比 1.3％増、当期利益は 5.8％増である。 

 

 

業績推移

事業年度 2013/3 2014/3 2015/3F 2016/3F

売上高(百万SGD) 18,183 16,848 17,070 17,391

当期純利益(百万SGD) 3,508 3,652 3,864 4,210

EPS(SGD） 0.23 0.23 0.24 0.26

PER(倍) 16.74 16.74 16.04 14.81

BPS(SGD) 1.50 1.50 1.61 1.69

PBR(倍) 2.57 2.57 2.39 2.28

配当(SGD) 0.17 0.17 0.18 0.19

配当利回り(%) 4.36 4.36 4.68 4.94

2013/4Q 2014/4Q 前年同期比
売上高(百万SGD) 4,481 4,128 -7.9%
EBITDA（百万SGD） 1,428 1,297 -9.2%

当期純利益(百万SGD) 868 898 3.5%

EPS(SGD） 0.05 0.06 20.0%

　　（出所：会社公表資料をもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.18 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 3.85

会社概要

企業データ（2014/5/15）

ベータ値 0.95

時価総額（百万SGD） 61,381

企業価値=EV（百万SGD） 66,280

3ヵ月平均売買代金（百万SGD） 61.52

株価と52週株価レンジ（高安） 3.42 4.09

主要株主（2014/5/15）     （％）
1.TEMASEK HOLDINGS PRI 51.94

2.CAPITAL GROUP COMPANY 3.37

3.FRANKLIN RESOURCES 1.27
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2014/5/15

シンガポール最大の通信会社である。オーストラリアで

も子会社を通じて展開（2位）、インド・アフリカ（1位）、イン

ドネシア（1位）、タイ（1位）、フィリピン（2位）など周辺各国

にも進出。これら地域の携帯通信事業の顧客は大きく伸

びている。

                    （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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